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action（イベント）
イベントのアクションを設定するには、イベントコンフィギュレーションモードでactionコマン
ドを使用します。イベントのアクションをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を
使用します。

action {set| notification}

no action {set| notification}

___________________
構文の説明

イベントのアクションを指定します。set

イベントの通知をイネーブルにします。notification

___________________
コマンドデフォルト イベントのアクションは設定されません。

___________________
コマンドモード イベントコンフィギュレーション（config-event）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン イベントの一連のアクションを設定する場合、オブジェクトのオブジェクト IDを指定できます。

イベントがトリガーされるたびに、通知の送信やMIBオブジェクトの設定などのアクティビティ
を実行するようにイベントを設定することもできます。イベントの通知がイネーブルになってい

る場合、そのイベントに設定されているオブジェクトに変更が加えられるたびに、SNMPマネー
ジャに通知が送信されます。
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___________________
例 次に、イベントの通知をイネーブルにする例を示します。

Router(config)# snmp mib event owner owner1 name test
Router(config-event)# action notification
Router(config-event-action-notification)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

オブジェクトのオブジェクト IDを指定します。object id

管理イベントのイベントオーナーを指定しま

す。

snmp mib event owner

イベントに設定されるオブジェクトの値を指定

します。

value

式の評価に使用されるオブジェクトをイベント

設定時にワイルドカード化するかどうかを指定

します。

wildcard
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add（bulkstat オブジェクト）
バルク統計情報オブジェクトリストにMIBオブジェクトを追加するには、バルク統計情報オブ
ジェクトリストコンフィギュレーションモードで addコマンドを使用します。 SNMPバルク統
計情報オブジェクトリストからMIBオブジェクトを削除するには、このコマンドの no形式を使
用します。

add {object-name| oid}

no add {object-name| oid}

___________________
構文の説明

リストに追加するMIBオブジェクトの名前。
インターフェイスMIB（IF-MIB.my）、Cisco専
用アクセスレートMIB
（CISCO-CAR-MIB.my）、およびMPLSトラ
フィックエンジニアリングMIB
（MPLS-TE-MIB.my）からのオブジェクト名だ
けを使用できます。

object-name

リストに追加するMIBオブジェクトのオブジェ
クト ID（OID）。インターフェイスMIB
（IF-MIB.my）、Cisco専用アクセスレートMIB
（CISCO-CAR-MIB.my）、およびMPLSトラ
フィックエンジニアリングMIB
（MPLS-TE-MIB.my）からのOIDだけを使用で
きます。

oid

___________________
コマンドデフォルト MIBオブジェクトはバルク統計情報オブジェクトリストに追加されません。

___________________
コマンドモード バルク統計情報オブジェクトリストコンフィギュレーション（config-bulk-objects）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(24)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.3(2)Tに統合されました。12.3(2)T

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(25)Sに統合されました。12.2(25)S
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変更内容リリース

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXHに統合されまし
た。

12.2(33)SXH

このコマンドが、Cisco IOSRelease12.2(33)SBに統合されました。12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 2.1に統合されました。Cisco IOS XE Release 2.1

___________________
使用上のガイドライン オブジェクトリスト内のすべてのオブジェクトは、同じMIBインデックスによって指標付けする

必要がありますが、同じMIBテーブルに属する必要はありません。たとえば、ifInoctetsおよび
イーサネットMIBオブジェクトを同じスキーマでグループ化できます。これは、含まれている
テーブルが（IF-MIBの）ifIndexによって指標付けされるからです。

オブジェクト名は関連MIBモジュールで使用できます。たとえば、インターフェイスの入力バイ
ト数は、インターフェイスグループMIB（IF-MIB.my）で定義されています。完全なMIBモジュー
ルは、Cisco.comの http://www.cisco.com/public/sw-center/netmgmt/cmtk/mibs.shtmlからダウンロード
できます。

___________________
例 次の例では、2つのバルク統計情報オブジェクトリストを設定します。1つは IF-MIBオブジェク

ト用、もう 1つは CISCO-CAR-MIBオブジェクト用です。 IF-MIBオブジェクトおよび
CISCO-CAR-MIBオブジェクトには同じ指標がないため、個々のオブジェクトリストで定義する
必要があります。

Router(config)# snmp mib bulkstat object-list if-Objects

Router(config-bulk-objects)# add ifInoctets
Router(config-bulk-objects)# add ifOutoctets

Router(config-bulk-objects)# add ifInUcastPkts

Router(config-bulk-objects)# add ifInDiscards

Router(config-bulk-objects)# exit

Router(config)# snmp mib bulkstat object-list CAR-Objects
Router(config-bulk-objects)# add CcarStatSwitchedPkts

Router(config-bulk-objects)# add ccarStatSwitchedBytes

Router(config-bulk-objects)# add CcarStatFilteredBytes

Router(config-bulk-objects)# exit

Router(config)#
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

バルク統計情報オブジェクトリストを指定し、

バルク統計情報オブジェクトリストコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

snmp mib bulkstat object-list
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bandwidth（インターフェイス）
インターフェイスの継承帯域幅値および受信帯域幅値を設定するには、インターフェイスコン

フィギュレーションモードまたは仮想ネットワークインターフェイスコンフィギュレーション

モードで bandwidthコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式
を使用します。

bandwidth [receive] {kbps| inherit [kbps]}

no bandwidth [receive] {kbps| inherit [kbps]}

___________________
構文の説明

意図する帯域幅（キロビット/秒）。範囲は 1
～ 10000000です。全帯域幅 DS3回線の場合、
値 44736を入力します。

kbps

（任意）サブインターフェイスがメインイン

ターフェイスの帯域幅を継承する方法を指定し

ます。

inherit

（任意）送信（inherit kbps）帯域幅と受信帯域
幅が異なるように、非対称送受信操作をイネー

ブルにします。

receive

___________________
コマンドデフォルト 帯域幅のデフォルト値は、起動時に設定されます。帯域幅の値は、show interfacesコマンドまた

は show ipv6 interfaceコマンドを使用して表示できます。 receiveキーワードを使用しない場合、
デフォルトでは、送受信帯域幅には同じ値が割り当てられます。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

仮想ネットワークインターフェイス（config-if-vnet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。10.0

このコマンドが変更されました。 inheritキーワードが追加されまし
た。

12.2T

このコマンドが変更されました。 IPv6のサポートが追加されました。12.4(6)T
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変更内容リリース

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、
フィーチャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハー

ドウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドが Cisco ASR 1000集約サービスシリーズルータに実装
されました。

Cisco IOS XE Release 2.1

このコマンドが変更されました。仮想ネットワークインターフェイ

スコンフィギュレーションモードにおけるこのコマンドのサポート

が追加されました。

Cisco IOS XE Release 3.2S

このコマンドが変更されました。 receiveキーワードのサポートが追
加されました。

15.1(03)S

___________________
使用上のガイドライン 帯域幅情報

bandwidthコマンドは、上位プロトコルに現在の帯域幅を伝えるためだけに使用される情報パラ
メータを設定します。このコマンドを使用してインターフェイスの実際の帯域幅を調整すること

はできません。

これは単なるルーティングパラメータです。物理インターフェイスには影響しません。（注）

帯域幅の変更

イーサネットなどの一部のメディアでは、帯域幅が固定され、シリアル回線などの他のメディア

では、ハードウェアを調整して実際の帯域幅を変更できます。メディアの両方のクラスについ

て、bandwidthコマンドを使用して、現在の帯域幅を上位レベルのプロトコルに伝達できます。

帯域幅の継承

bandwidth inheritコマンドオプションが導入されるまでは、帯域幅値をメインインターフェイス
で変更すると、既存のサブインターフェイスで帯域幅値が継承されませんでした。帯域幅をメイ

ンインターフェイスで変更する前にサブインターフェイスを作成すると、サブインターフェイス

はメインインターフェイスのデフォルトの帯域幅を受信し、設定された帯域幅を受信しません。

また、ルータが後でリロードされた場合、サブインターフェイスの帯域幅は、メインインター

フェイスに設定された帯域幅に変更されます。

bandwidth inheritコマンドは、サブインターフェイスがメインインターフェイスの帯域幅を継承
する方法を制御します。この機能は、ルータがリロードされたかどうか、およびコマンドの入力

順に関連する矛盾を回避します。
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no bandwidth inheritコマンドを使用すると、すべてのサブインターフェイスは、設定された帯域
幅に関係なく、メインインターフェイスのデフォルトの帯域幅を継承できるようになります。

bandwidth inheritコマンドは、サブインターフェイスに帯域幅を設定せずに使用され、すべての
サブインターフェイスがメインインターフェイスの現在の帯域幅を継承します。メインインター

フェイスに新しい帯域幅を設定すると、すべてのサブインターフェイスはこの新しい値を使用し

ます。

サブインターフェイスに帯域幅を設定せずに、メインインターフェイスに bandwidth inherit kbps
コマンドを設定すると、サブインターフェイスは指定された帯域幅を継承します。

どのような場合でも、帯域幅が明示的に設定されているインターフェイスでは、帯域幅の継承が

有効であるかどうかに関係なく、その設定が使用されます。

帯域幅の受信

一部のインターフェイス（非対称デジタル加入者線（ADSL）、V.35、RS-449、およびHigh-Speed
Serial Interface（HSSI）など）は、送信帯域幅と受信帯域幅が異なる状態で動作できます。bandwidth
receiveコマンドは、このタイプの非対称動作を許可します。たとえば、ADSLの場合、下位レイ
ヤは 2つの帯域幅値を検出し、統合データベース（IDB）をその値に従って設定します。他のイ
ンターフェイスドライバ、特にローレンジおよびミッドレンジプラットフォームのシリアルイ

ンターフェイスは、この非対称帯域幅モードで動作できますが、クロックレートを測定できませ

ん。このような場合、非対称動作の管理設定が必要です。

___________________
例 次に、DS3送信に全帯域幅を設定する例を示します。

Router(config)# interface serial 0
Router(config-if)# bandwidth 44736

次に、受信帯域幅を設定する例を示します。

Router(config)# interface serial 0
Router(config-if)# bandwidth receive 1000

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルータで設定されたすべてのインターフェイス

の統計情報を表示します。

show interfaces

IPv6ルータで設定されたすべてのインターフェ
イスの統計情報を表示します。

show ipv6 interface
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buffer-size（bulkstat）
バルク統計情報ファイルの転送の最大バッファサイズを設定するには、バルク統計情報転送コン

フィギュレーションモードで buffer-sizeコマンドを使用します。以前に設定したバッファサイ
ズをコンフィギュレーションから削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

buffer-size bytes

no buffer-size

___________________
構文の説明

バルク統計情報の転送バッファサイズ（バイト

単位）。有効な範囲は 1024～ 2147483647で
す。デフォルトは 2048です。

bytes

___________________
コマンドデフォルト デフォルトのバルク統計情報転送バッファは 2048バイトです。

___________________
コマンドモード バルク統計情報転送コンフィギュレーション（config-bulk-tr）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(24)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.3(2)Tに統合されました。12.3(2)T

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(25)Sに統合されました。12.2(25)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXHに統合されまし
た。

12.2(33)SXH

このコマンドが、Cisco IOSRelease12.2(33)SBに統合されました。12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 2.1に統合されました。Cisco IOS XE Release 2.1
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___________________
使用上のガイドライン 設定されたバッファサイズの制限は、主に安全機能として利用できます。通常のバルク統計情報

ファイルは、一般的に、転送中にデフォルト値を満たしたり超えてはいけません。

___________________
例 次の例では、バルク統計情報転送のバッファサイズは 3072バイトに設定されます。

Router(config)# snmp mib bulkstat transfer bulkstat1
Router(config-bulk-tr)# schema ATM2/0-IFMIB
Router(config-bulk-tr)# url primary ftp://user:pswrd@host/folder/bulkstat1
Router(config-bulk-tr)# buffer-size 3072
Router(config-bulk-tr)# enable
Router(config-bulk-tr)# exit
Router(config)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

転送設定を名前で識別し、バルク統計情報転送

コンフィギュレーションモードを開始します。

snmp mib bulkstat transfer
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comparison
実行するブール値比較のタイプを指定するには、イベントトリガーテストブール値コンフィギュ

レーションモードで comparisonコマンドを使用します。指定した比較値をディセーブルにする
には、このコマンドの no形式を使用します。

comparison {equal| greatOrEqual| greater| lessOrEqual| lesser| unequal}

no comparison

___________________
構文の説明

ブール値比較のタイプを等しいとして指定しま

す。

equal

ブール値比較のタイプを等しいかより大きいと

して指定します。

greatOrEqual

ブール値比較のタイプをより大きいとして指定

します。

greater

ブール値比較のタイプを等しいかより小さいと

して指定します。

lessOrEqual

ブール値比較のタイプをより小さいとして指定

します。

lesser

ブール値比較のタイプを等しくないとして指定

します。

unequal

___________________
コマンドデフォルト ブール値テストのデフォルトの比較値は unequalです。

___________________
コマンドモード イベントトリガーテストブール値コンフィギュレーション（config-event-trigger-boolean）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE
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変更内容リリース

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン 指定した値は、トリガーテスト中にブール値比較に使用されます。

___________________
例 次に、ブール値テストに比較値を指定する例を示します。

Router(config)# snmp mib event trigger owner owner1 name triggerA
Router(config-event-trigger)# test boolean
Router(config-event-trigger-boolean)# comparison unequal
Router(config-event-trigger-boolean)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ブール値トリガーテストのパラメータを設定し

ます。

test boolean
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conditional object
式を評価するときに条件オブジェクトを定義するには、式オブジェクトコンフィギュレーション

モードで conditional objectコマンドを使用します。設定をディセーブルにするには、このコマン
ドの no形式を使用します。

conditional object conditional-object-id [wildcard]

no conditional object

___________________
構文の説明

式を評価するための条件オブジェクト ID。

•条件オブジェクトIDは数値で指定します。

conditional-object-id

（任意）条件オブジェクト IDのワイルドカー
ド検索をイネーブルにします。

wildcard

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、条件オブジェクト IDは定義されていません。

___________________
コマンドモード 式オブジェクトコンフィギュレーション（config-expression-object）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOSXERelease 3.1Sに統合されました。Cisco IOS XE Release 3.1S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン オブジェクト IDは、式を評価するときに考慮するオブジェクトのインスタンスを指定します。

オブジェクトにインスタンスがない場合、オブジェクト IDに指定された値は使用されません。
条件オブジェクトは、オブジェクト IDに指定された値の使用を決定します。
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___________________
例 次に、条件オブジェクトを指定する例を示します。

Router(config)# snmp mib expression owner owner1 name Expression1
Router(config-expression)# object 32
Router(config-expression-object)# conditional object
mib-2.90.1.3.1.1.2.3.112.99.110.4.101.120.112.53
Router(config-expression-object)# end

次に、条件オブジェクト IDのワイルドカード検索をイネーブルにする例を示します。
Router(config-expression-object)# conditional object mib-2.5 wildcard
Router(config-expression-object)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

式のオーナーを指定します。snmp mib expression owner
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context

Cisco IOS Release 15.0(1)Mでは、contextコマンドが、snmp contextコマンドに置き換えられま
した。詳細については、snmp contextコマンドを参照してください。

（注）

特定の VPNルーティングおよび転送（VRF）インスタンスに簡易ネットワーク管理プロトコル
（SNMP）のコンテキストを関連付けるには、VRFコンフィギュレーションモードで contextコ
マンドを使用します。 VPNから SNMPコンテキストの関連付けを解除するには、このコマンド
の no形式を使用します。

context context-name

no context

___________________
構文の説明 SNMP VPNコンテキストの名前。名前には 32

文字以内の英数字を使用できます。

context-name

___________________
コマンドデフォルト SNMPコンテキストは、VPNに関連付けられません。

___________________
コマンドモード VRFコンフィギュレーション（config-vrf）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(23)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.3(2)Tに統合されました。12.3(2)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(25)Sに統合されました。12.2(25)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2(31)SB2に統合されました。12.2(31)SB2

このコマンドが変更されました。 IPv6のサポートが追加されました。12.2(33)SRB
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変更内容リリース

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、
フィーチャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハー

ドウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されました。12.2(33)SB

このコマンドは、snmp contextコマンドに置き換えられました。15.0(1)M

___________________
使用上のガイドライン VPNに SNMPコンテキストを関連付ける contextコマンドを使用する前に、以下を実行してくだ

さい。

• snmp-server contextコマンドを発行して、SNMPコンテキストを作成します。

•そのVPNの特定のMIBデータがコンテキストに存在するようにコンテキストにVPNを関連
付けます。

• snmp-server groupコマンドの context context-nameキーワード引数ペアを使用して、VPNの
コンテキストに VPNグループを関連付けます。

SNMPコンテキストによって、MIBデータにアクセスする安全な方法がVPNユーザに提供されま
す。 VPNがコンテキストに関連付けられると、その VPNのMIBデータはそのコンテキストに存
在します。 VPNをコンテキストに関連付けると、サービスプロバイダーが、複数 VPNでネット
ワークを管理できます。コンテキストを作成して VPNに関連付けることにより、プロバイダー
は、ある VPNのユーザが同じネットワーキングデバイス上で他の VPNのユーザに関する情報に
アクセスするのを防ぐことができます。

ルート識別子（RD）は、SNMPコンテキストを設定するために必要です。 RDはルーティング
テーブルと転送テーブルを作成し、VPNのデフォルトルート識別子を指定します。 RDは、グ
ローバルに一意にするために IPv4プレフィックスの先頭に追加されます。 RDは、自律システム
番号（ASN）関連で、自律システム番号と任意の番号で構成されるか、または IPアドレス関連
で、IPアドレスと任意の番号で構成されます。

___________________
例 次に、context1という名前の SNMPコンテキストを作成し、vrf1という名前の VRFにコンテキス

トを関連付ける例を示します。

Router(config)# snmp-server context context1
Router(config)# ip vrf vrf1
Router(config-vrf)# rd 100:120
Router(config-vrf)# context context1
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

VRF設定のために VRFコンフィギュレーショ
ンモードを開始します。

ip vrf

SNMPコミュニティをSNMPコンテキスト、エ
ンジン ID、またはセキュリティ名にマッピング
します。

snmp mib community-map

SNMP v1または v2cコミュニティに関連付ける
ターゲット VRFとホストのリストを作成しま
す。

snmp mib target list

SNMPコンテキストを作成します。snmp-server context

新規 SNMPグループ、または SNMPユーザを
SNMPビューにマッピングするテーブルを設定
します。

snmp-server group

VRF固有のSNMP認証失敗通知を制御します。snmp-server trap authentication vrf

SNMPグループに新しいユーザを設定します。snmp-server user
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context（bulkstat）
バルク統計情報スキーマに簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）のコンテキストを関連付
けるには、バルク統計情報スキーマコンフィギュレーションモードで contextコマンドを使用し
ます。バルク統計情報スキーマからSNMPコンテキストの関連付けを解除するには、このコマン
ドの no形式を使用します。

context context-name

no context

___________________
構文の説明

バルク統計情報スキーマに関連付けるSNMPコ
ンテキストの名前。

context-name

___________________
コマンドデフォルト SNMPコンテキストはバルク統計情報スキーマに関連付けられていません。

___________________
コマンドモード バルク統計情報スキーマコンフィギュレーション（config-bulk-sc）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(33)SRC

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン snmp mib bulkstat schemaコマンドを使用してバルク統計情報スキーマコンフィギュレーション

モードを開始し、contextコマンドを使用してバルク統計情報スキーマにSNMPコンテキストを関
連付けます。

___________________
例 次に、ctxという名前のSNMPコンテキストを作成し、バルク統計情報スキーマにコンテキストを

関連付ける例を示します。

Router(config)# snmp mib bulkstat schema sch
Router(config-bulk-sc)# context ctx

   SNMP コマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
20

action（イベント）～ rising（しきい値テスト）
context（bulkstat）



___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMPバルク統計情報スキーマを指定し、バル
ク統計情報スキーマコンフィギュレーション

モードを開始します。

snmp mib bulkstat schema
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delta（しきい値テスト）
しきい値トリガーテストのデルタ値を指定するには、イベントトリガーしきい値コンフィギュ

レーションモードで deltaコマンドを使用します。設定をディセーブルにするには、このコマン
ドの no形式を使用します。

delta {falling| rising} {threshold-value| event owner event-owner name event-name}

no delta {falling| rising}

___________________
構文の説明

下限しきい値のデルタ値を指定します。falling

上昇しきい値のデルタ値を指定します。rising

しきい値のデルタ値。デフォルト値は 0ですthreshold-value

イベントを指定します。event

イベントオーナーを指定します。owner

イベントオーナーの名前。event-owner

イベントの名前を指定します。name

イベントの名前。event-name

___________________
コマンドデフォルト デルタしきい値は 0に設定され、イベントはデフォルトでは呼び出されません。

___________________
コマンドモード イベントトリガーしきい値コンフィギュレーション（config-event-trigger-threshold）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY
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___________________
使用上のガイドライン deltaコマンドは、オブジェクトのサンプリング方式がデルタの場合に指定された値にデルタ下限

または上昇しきい値を設定します。 delta rising event ownerコマンドは、デルタ上昇しきい値が
トリガーされたときに実行されるイベントを指定します。同様に、delta falling event ownerコマ
ンドは、デルタ下限しきい値がトリガーされたときに実行されるイベントを指定します。

___________________
例 次に、デルタ下限しきい値を指定する例を示します。

Router(config)# snmp mib event trigger owner owner1 name triggerA
Router(config-event-trigger)# test threshold
Router(config-event-trigger-threshold)# delta falling 20
Router(config-event-trigger-threshold)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

イベントトリガー中に実行されるテストのタイ

プを指定します。

test
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delta interval
式の評価中に使用するオブジェクトのデルタサンプリングの間隔を指定するには、式コンフィ

ギュレーションモードでdelta intervalコマンドを使用します。設定をディセーブルにするには、
このコマンドの no形式を使用します。

delta interval seconds

no delta interval

___________________
構文の説明

デルタサンプリング間隔の秒数。デフォルト

は 0です。
seconds

___________________
コマンドデフォルト デフォルトのデルタサンプリング間隔は 0です。

___________________
コマンドモード 式コンフィギュレーション（config-expression）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン デルタサンプリング方式に設定されているオブジェクトがない場合、delta intervalコマンドは、

インターバルを設定しません。

___________________
例 次に、デルタ間隔を 60秒に設定する例を示します。

Router(config)# snmp mib expression owner owner1 name expressionA
Router(config-expression)# delta interval 60
Router(config-expression)# end
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

式のオーナーを指定します。snmp mib expression owner
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description（イベント）
イベントの機能と用途を説明するには、イベントコンフィギュレーションモードで description
コマンドを使用します。説明を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

description event-description

no description

___________________
構文の説明

イベントの機能と用途の説明。

•説明のテキストストリングは 256文字ま
で指定できます。ストリングに空白が含

まれる場合は二重引用符で囲みます。

event-description

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、イベントは説明されていません。

___________________
コマンドモード イベントコンフィギュレーション（config-event）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン descriptionコマンドでは、イベントの機能と用途のフリーテキストの説明を設定します。

___________________
例 次の例に、イベントを説明する方法を示します。

Router(config)# snmp mib event owner owner1 name EventA
Router(config-event)# description “EventA is an RMON event”
Router(config-event)# end
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

管理イベントのイベントオーナーを指定しま

す。

snmp mib event owner
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description（式）
式の用途の説明を入力するには、式コンフィギュレーションモードでdescriptionコマンドを使用
します。説明を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

description expression-description

no description

___________________
構文の説明

式の機能と用途の説明。説明のテキストスト

リングは 256文字まで指定できます。
expression-description

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、式は説明されていません。

___________________
コマンドモード 式コンフィギュレーション（config-expression）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン descriptionコマンドでは、式の機能と用途のフリーテキストの説明を設定します。

___________________
例 次に、式の説明方法を示します。

Router(config)# snmp mib expression owner owner1 name expressionA
Router(config-expression)# description expressionA is created for the sysLocation MIB object
Router(config-expression)# end
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

式のオーナーを指定します。snmp mib expression owner
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description（トリガー）
イベントトリガーの機能と用途を説明するには、イベントトリガーコンフィギュレーションモー

ドで descriptionコマンドを使用します。説明を削除するには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

description trigger-description

no description

___________________
構文の説明

トリガーの機能と用途の説明。

•説明のテキストストリングは 256文字ま
で指定できます。

trigger-description

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、トリガーは説明されていません。

___________________
コマンドモード イベントトリガーコンフィギュレーション（config-event-trigger）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン descriptionコマンドでは、イベントトリガーの機能と用途のフリーテキストの説明を設定しま

す。

___________________
例 次に、イベントトリガーの説明方法を示します。

Router(config)# snmp mib event trigger owner owner1 name triggerA
Router(config-event-trigger)# description triggerA is configured for network management
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events
Router(config-event-trigger)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

管理イベントトリガー情報の設定中にイベント

トリガーのオーナーを指定します。

snmp mib event trigger owner
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discontinuity object（式）
オブジェクトの不連続プロパティを定義するには、式オブジェクトコンフィギュレーションモー

ドで discontinuity objectコマンドを使用します。設定をディセーブルにするには、このコマンド
の no形式を使用します。

discontinuity object discontinuity-object-id [wildcard] [type {timeticks| timestamp| date-and-time}]

no discontinuity object

___________________
構文の説明

カウンタの不連続を識別する不連続オブジェク

ト ID。

•デフォルトのオブジェクト IDは、
sysUpTime.0です。

discontinuity-object-id

（任意）オブジェクト IDをワイルドカード化
するか、完全に指定するかを指定します。

•デフォルトでは、オブジェクト IDは完全
に指定されます。

wildcard

（任意）カウンタの不連続のタイプを指定しま

す。

•不連続タイプのデフォルト値は timeticks
です。

type

（任意）カウンタの不連続の timeticksを指定し
ます。

timeticks

（任意）カウンタの不連続のタイムスタンプを

指定します。

timestamp

（任意）カウンタの不連続の日時を指定しま

す。

date-and-time

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの不連続オブジェクト IDは、sysUpTime.0です。

___________________
コマンドモード 式オブジェクトコンフィギュレーション（config-expression）
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン discontinuity objectコマンドは、オブジェクトサンプリングタイプがデルタまたは変更されたと

きのオブジェクトの不連続プロパティを設定します。

___________________
例 次に、オブジェクトの不連続プロパティを設定する例を示します。

Router(config)# snmp mib expression owner owner1 name ExpressionA
Router(config-expression)# object 43
Router(config-expression-object)# discontinuity object 0.7
Router(config-expression-object)# end

次に、不連続オブジェクト IDのワイルドカード検索をイネーブルにする例を示します。
Router(config-expression-object)# discontinuity object 0.7 wildcard
Router(config-expression-object)# end

次に、カウンタの不連続のタイプを指定する例を示します。

Router(config-expression-object)# discontinuity object 0.7 type timeticks
Router(config-expression-object)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

式のオーナーを指定します。snmp mib expression owner
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enable（bulkstat）
特定のバルク統計情報設定のバルク統計情報データ収集と転送プロセスを開始するには、バルク

統計情報転送コンフィギュレーションモードで enableコマンドを使用します。特定のバルク統
計情報設定のバルク統計情報データ収集と転送プロセスをディセーブルにするには、このコマン

ドの no形式を使用します。

enable

no enable

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト バルク統計情報転送はディセーブルです。

___________________
コマンドモード バルク統計情報転送コンフィギュレーション（config-bulk-tr）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(24)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.3(2)Tに統合されました。12.3(2)T

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(25)Sに統合されました。12.2(25)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXHに統合されまし
た。

12.2(33)SXH

このコマンドが、Cisco IOSRelease12.2(33)SBに統合されました。12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 2.1に統合されました。Cisco IOS XE Release 2.1

___________________
使用上のガイドライン 特定のバルク統計情報設定は、snmp mib bulkstat transferコマンドで指定した名前で識別されま

す。 enableコマンド（バルク統計情報転送コンフィギュレーションモード）は、定期的なMIB
データ収集と転送プロセスを開始します。
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このコマンドが使用されている場合だけ収集（およびそれ以降のファイル転送）が開始されます。

逆に、no enableコマンドが設定されていると、収集プロセスが停止します。その後、enableコマ
ンドを発行すると、動作が再開します。

enableコマンドによって収集プロセスが開始されるたびに、新しいバルク統計情報ファイルにデー
タが収集されます。noenableコマンドを使用すると、収集したデータの転送プロセスがただちに
開始されます（つまり、既存のバルク統計情報ファイルが指定した管理ステーションに転送され

ます）。

正常にバルク統計情報設定をイネーブルにするには、ゼロ個以外のオブジェクトを備えた少なく

とも 1つのスキーマを設定する必要があります。

___________________
例 次の例では、bulkstat1という名前のバルク統計情報設定をイネーブルにしています。

Router(config)# snmp mib bulkstat transfer bulkstat1
Router(config-bulk-tr)# schema ATM2/0-IFMIB
Router(config-bulk-tr)# url primary ftp://user:pswrd@host/folder/bulkstat1
Router(config-bulk-tr)# enable
Router(config-bulk-tr)# exit

___________________
関連コマンド

説明コマンド

バルク統計情報転送設定を指定し、バルク統計

情報転送コンフィギュレーションモードを開始

します。

snmp mib bulkstat transfer
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enable（イベント）
イベントまたはイベントトリガーをイネーブルにするには、イベントまたはイベントトリガー

コンフィギュレーションモードでそれぞれ enableコマンドを使用します。イベントをディセー
ブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

enable

no enable

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト イベントはデフォルトでイネーブルになっていません。

___________________
コマンドモード イベントコンフィギュレーション（config-event）

イベントトリガーコンフィギュレーション（config-event-trigger）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン イベントがイネーブルでない場合、トリガーされても実行されません。

___________________
例 次に、イベントをイネーブルにする例を示します。

Router(config)# snmp mib event owner owner1 name EventA
Router(config-event)# enable
Router(config-event)# end

次に、イベントトリガーをイネーブルにする例を示します。

Router(config)# snmp mib event trigger owner owner1 name triggerA
Router(config-event-trigger)# enable
Router(config-event-trigger)# end
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

管理イベントのオーナーを指定します。snmp mib event owner

管理イベントトリガー情報の設定中にイベント

トリガーのオーナーを指定します。

snmp mib event trigger owner
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enable（式）
式をイネーブルにするには、式コンフィギュレーションモードで enableコマンドを使用します。
式をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

enable

no enable

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト 式はデフォルトでイネーブルになっていません。

___________________
コマンドモード 式コンフィギュレーション（config-expression）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン enableコマンドは、評価の式をイネーブルにします。

___________________
例 次に、式をイネーブルにする例を示します。

Router(config)# snmp mib expression owner owner1 name ExpressionA
Router(config-expression)# enable
Router(config-expression)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

式を指定します。snmp mib expression owner
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event owner
トリガーのトリガータイプおよびステータスに基づいてイベントトリガーにイベントオーナー

を指定するには、イベントトリガー存在またはイベントトリガーブール値コンフィギュレーショ

ンモードで event ownerコマンドを使用します。設定をディセーブルにしてデフォルトパラメー
タを設定するには、このコマンドの no形式を使用します。

event owner event-owner name event-name

no event owner

___________________
構文の説明

イベントのオーナー。event-owner

イベントの名前を示します。name

イベントの一意の名前。event-name

___________________
コマンドデフォルト イベントオーナーおよびイベント名は指定されません。

___________________
コマンドモード イベントトリガー存在コンフィギュレーション（config-event-trigger-existence）

イベントトリガーブール値コンフィギュレーション（config-event-trigger-boolean）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン イベントは、event-ownerおよび event-name値によって識別され、snmp mib eventコマンドを使用

して設定されます。イベントは、enableコマンドの使用によりイネーブルにされます。
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___________________
例 次に、存在トリガーテストのためにイベントオーナーを指定する例を示します。

Router(config)# snmp mib event trigger owner owner1 name triggerA
Router(config-event-trigger)# test existence
Router(config-event-trigger-existence)# event owner owner2 name event2
Router(config-event-trigger-existence)# end

次に、ブール値トリガーテストのためにイベントオーナーを指定する例を示します。

Router(config)# snmp mib event trigger owner owner1 name triggerA
Router(config-event-trigger)# test boolean
Router(config-event-trigger-boolean)# event owner owner2 name event2
Router(config-event-trigger-boolean)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

管理イベントトリガー情報の設定中にイベント

トリガーのオーナーを指定します。

snmp mib event trigger owner

ブール値トリガーテストのパラメータを設定し

ます。

test boolean

存在トリガーテストのパラメータを設定しま

す。

test existence
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expression
評価の式を指定するには、式コンフィギュレーションモードで expressionコマンドを使用しま
す。設定をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

expression expression

no expression

___________________
構文の説明

評価する式。expression

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、式は設定されていません。

___________________
コマンドモード 式コンフィギュレーション（config-expression）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン 式は、変数名を除いてANSI Cの構文にあります。変数は、$（ドル記号）とオブジェクト番号に

対応する整数で表現されます。式の一例は、($1-$5)*100です。

___________________
例 次に、式を指定する例を示します。

Router(config)# snmp mib expression owner owner1 name expressionA
Router(config-expression)# expression ($1+$2)*800/$3
Router(config-expression)# end
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

式のオーナーを指定します。snmp mib expression owner
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falling（しきい値テスト）
しきい値トリガーテストの下限しきい値を指定するには、イベントトリガーしきい値コンフィ

ギュレーションモードで fallingコマンドを使用します。指定したしきい値をディセーブルにす
るには、このコマンドの no形式を使用します。

falling {threshold-value | event owner event-owner name event-name}

no falling

___________________
構文の説明

下限しきい値を表す数値。デフォルト値は0で
す

threshold-value

イベントを指定します。event

イベントオーナーを指定します。owner

イベントオーナーの名前。event-owner

イベントの名前を示します。name

イベントの名前。event-name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの下限しきい値は 0です。イベントはデフォルトでは呼び出されません。

___________________
コマンドモード イベントトリガーしきい値コンフィギュレーション（config-event-trigger-threshold）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY
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___________________
使用上のガイドライン 指定した下限しきい値は、しきい値トリガーがアクティブなときに検証されます。サンプル値が

指定した値以下で、最後のサンプリング間隔の値よりも大きい場合、対応するトリガーが生成さ

れます。

falling event ownerコマンドは、下限しきい値がトリガーされたときに実行されるイベントを指定
します。イベントは、オーナーおよび名前によって識別され、snmp mib event ownerコマンドを
使用して設定されます。

___________________
例 次に、下限しきい値 12を指定する例を示します。

Router(config)# snmp mib event trigger owner owner1 name triggerA
Router(config-event-trigger)# test threshold
Router(config-event-trigger-threshold)# falling 12
Router(config-event-trigger-threshold)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

トリガーテストをイネーブルにします。test
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format（bulkstat）
バルク統計情報データファイルに使用される形式を指定するには、バルク統計情報転送コンフィ

ギュレーションモードで formatコマンドを使用します。以前に設定した形式指定をディセーブ
ルにし、デフォルトに戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

format {bulkBinary| bulkASCII| schemaASCII}

no format

___________________
構文の説明

バイナリ形式。bulkBinary

ASCII（ヒト可読）形式。bulkASCII

追加のバルク統計情報スキーマタグを含む

ASCII形式です。これはデフォルトです。
schemaASCII

___________________
コマンドデフォルト デフォルトのバルク統計情報転送形式は schemaASCIIです。

___________________
コマンドモード バルク統計情報転送コンフィギュレーション（config-bulk-tr）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(24)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.3(2)Tに統合されました。12.3(2)T

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(25)Sに統合されました。12.2(25)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXHに統合されまし
た。

12.2(33)SXH

このコマンドが、Cisco IOSRelease12.2(33)SBに統合されました。12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 2.1に統合されました。Cisco IOS XE Release 2.1
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___________________
使用上のガイドライン

Cisco IOS Release 12.0(24)Sでは、schemaASCII形式のみサポートされます。そのリリースで
は、このコマンドによってファイル形式は変更されません。

（注）

バルク統計情報データファイル（VFile）には、2種類のフィールド（タグとデータ）が含まれて
います。タグは、データを区切ってフィールドを識別するために使用されます。その他のすべて

の情報はデータフィールドにあります。

bulkASCIIおよび bulkBinary形式では、定期的なポーリングにより、単一のデータグループ（オ
ブジェクトリスト）を同じVFileで複数回収集できます。データグループの各インスタンスは、
異なる「テーブル」タイプとして処理できます。

どのオブジェクトおよびテーブルタグにも、追加の sysUpTimeフィールドが含まれます。同様
に、各行のタグには、その行のデータが収集されたときのsysUpTimeの値が含まれます。sysUpTime
はデータのタイムスタンプを示します。

バルク統計情報データファイル形式の構造の詳細については、CISCO-DATA-COLLECTION-MIB
の定義を参照してください。

___________________
例 次の例では、バルク統計情報データファイルは schemaASCIIに設定されます。

Router(config)# snmp mib bulkstat transfer bulkstat1

Router(config-bulk-tr)# schema ATM2/0-IFMIB

Router(config-bulk-tr)# url primary ftp://user:pswrd@host/folder/bulkstat1

Router(config-bulk-tr)# format schemaASCII

Router(config-bulk-tr)# exit

___________________
関連コマンド

説明コマンド

バルク統計情報転送設定を指定し、バルク統計

情報転送コンフィギュレーションモードを開始

します。

snmp mib bulkstat transfer
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frequency（イベントトリガー）
トリガーサンプル間の間隔を指定するには、イベントトリガーコンフィギュレーションモード

で frequencyコマンドを使用します。設定した間隔をディセーブルにするには、このコマンドの
no形式を使用します。

frequency seconds

no frequency

___________________
構文の説明 2つのトリガーサンプル間の秒数。デフォルト

値は 600です。
seconds

___________________
コマンドデフォルト トリガーサンプル間の間隔はデフォルト値に設定されます。

___________________
コマンドモード イベントトリガーコンフィギュレーション（config-event-trigger）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン frequencyコマンドはトリガーサンプル間の待機時間を設定します。デフォルトでは、オブジェ

クトサンプリングの頻度は 600秒です。

___________________
例 次に、サンプリングの間隔として 360秒を指定する例を示します。

Router(config)# snmp mib event trigger owner owner1 name triggerA
Router(config-event-trigger)# frequency 360
Router(config-event-trigger)# end
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

管理イベントトリガー情報の設定中にイベント

トリガーのオーナーを指定します。

snmp mib event trigger owner
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id（式）
オブジェクト IDを設定するには、式オブジェクトコンフィギュレーションモードで idコマンド
を使用します。設定をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

id object-oid

no id

___________________
構文の説明

オブジェクトのオブジェクト ID。デフォルト
は 0.0です。

object-oid

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、オブジェクトのオブジェクト IDは設定されていません。

___________________
コマンドモード 式オブジェクトコンフィギュレーションモード（config-expression-object）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOSRelease 15.0(1)Sに統合されました。15.0(1)S

このコマンドが、Cisco IOSXERelease 3.1Sに統合されました。Cisco IOS XE Release 3.1S

___________________
例 次に、式オブジェクトコンフィギュレーションモードでオブジェクト IDを 2.2に設定する例を

示します。

Router(config)# snmp mib expression owner owner1 name expressionA
Router(config-expression)# object 3
Router(config-expression-object)# id 2.2
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instance（MIB）
バルク統計情報スキーマで使用するMIBオブジェクトを設定するには、バルク統計情報スキーマ
コンフィギュレーションモードで instanceコマンドを使用します。簡易ネットワーク管理プロト
コル（SNMP）バルク統計情報オブジェクトリストを削除するには、このコマンドのno形式を使
用します。

instance {exact| wild} {interface interface-id [sub-if]| oid oid}

no instance

___________________
構文の説明

指定したインスタンス（インターフェイス、コ

ントローラ、またはオブジェクト ID（OID））
をオブジェクトリストに追加する場合は、この

スキーマで使用される完全なOIDであることを
示します。

exact

指定したインターフェイス、コントローラ、ま

たはOID範囲内にあるすべてのインスタンスを
このスキーマに含める必要があることを示しま

す。

wild

スキーマに特定のインターフェイスまたはイン

ターフェイスグループを指定します。

interface

特定のインターフェイスまたはインターフェイ

スグループのインターフェイス名および番号。

interface-id

（任意）メインインターフェイスのオブジェク

トインスタンスに加えて、指定したインター

フェイスまたはコントローラのすべてのサブイ

ンターフェイスについてオブジェクトインスタ

ンスをポーリングする必要があることを指定し

ます。

sub-if

OIDを指定することを示します。oid

オブジェクトリストに追加されている場合、モ

ニタ対象のオブジェクトに対して完全な（また

はワイルドカード）OIDを指定するオブジェク
ト ID。

oid
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___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、バルク統計情報スキーマで使用されるMIBオブジェクトインスタンスは設定さ

れていません。

___________________
コマンドモード バルク統計情報スキーマコンフィギュレーション（config-bulk-sc）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(24)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.3(2)Tに統合されました。12.3(2)T

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(25)Sに統合されました。12.2(25)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXHに統合されまし
た。

12.2(33)SXH

このコマンドが、Cisco IOSRelease12.2(33)SBに統合されました。12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 2.1に統合されました。Cisco IOS XE Release 2.1

___________________
使用上のガイドライン instanceコマンドは、設定するスキーマ内のオブジェクトのインスタンス情報を指定します。デー

タを収集する必要があるMIBオブジェクトの特定のインスタンスは、関連オブジェクトリストで
指定されたオブジェクトに instanceコマンドの値を追加することで決定されます。つまり、ス
キーマ object-listをスキーマ instanceと組み合わせて、完全なMIBオブジェクト IDを指定しま
す。

instance exactコマンドは、指定されたインスタンスが完全なOIDであることを示しています（オ
ブジェクトリストに追加されている場合）。

instance wildコマンドは、指定した OIDのすべてのサブインデックスがこのスキーマに属するこ
とを示しています。つまり、wildキーワードを使用すると、部分的なワイルドカードインスタン
スを指定できます。

OIDを指定する代わりに、特定のインターフェイスを指定できます。 interface interface-idキー
ワードと引数を使用すると、インターフェイスの ifIndexOIDを指定する代わりにインターフェイ
ス名と番号（例：FastEthernet 0）を指定できます。
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オプションの sub-ifキーワードには、指定したインターフェイスのすべてのサブインターフェイ
スに対する ifIndexが含まれます（インターフェイスまたはコントローラの指定後に追加された場
合）。

1つのスキーマに設定できる instanceコマンドは 1つだけです

___________________
例 次に、ファストイーサネットインターフェイス 3/0について（IF-MIBの）ifInOctetsオブジェク

トのバルク統計情報を収集するようにルータを設定する例を示します。この例では、3はファス
トイーサネットインターフェイス 3/0の ifIndexのインスタンスです。インスタンス（3）は、オ
ブジェクトリスト（ifIndex 1.3.6.1.2.1.2.2.1.1）と組み合わせた場合、OID 1.3.6.1.2.1.2.2.1.1.3に変
換されます。

Router# configure terminal
Router(config)# snmp mib bulkstat object-list E0InOctets
! The following command specifies the object 1.3.6.1.2.1.2.2.1.1.3 (ifIndex)
Router(config-bulk-objects)# add ifIndex
Router(config-bulk-objects)# exit
Router(config)# snmp mib bulkstat schema E0
Router(config-bulk-sc)# object-list E0InOctets
! The following command is equivalent to “instance exact oid 3”.
Router(config-bulk-sc)# instance exact interface FastEthernet 3/0
Router(config-bulk-sc)# exit
Router(config)# snmp mib bulkstat transfer bulkstat1
Router(config-bulk-tr)# schema E0
Router(config-bulk-tr)# url primary ftp://user:password@host/ftp/user/bulkstat1
Router(config-bulk-tr)# url secondary tftp://user@host/tftp/user/bulkstat1
Router(config-bulk-tr)# format schemaASCII
Router(config-bulk-tr)# transfer-interval 30
Router(config-bulk-tr)# retry 5
Router(config-bulk-tr)# enable
Router(config-bulk-tr)# exit
Router(config)# do copy running-config startup-config

___________________
関連コマンド

説明コマンド

バルク統計情報スキーマで使用するバルク統計

情報オブジェクトリストを設定します。

object-list

SNMPバルク統計情報スキーマを指定し、バル
ク統計情報スキーマコンフィギュレーション

モードを開始します。

snmp mib bulkstat schema
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instance range
特定のデータグループについて収集するインスタンスの範囲を指定するには、バルク統計情報ス

キーマコンフィギュレーションモードで instance rangeコマンドを使用します。以前に設定した
インスタンスの範囲を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

instance range start oid end oid

no instance range start oid end oid

___________________
構文の説明

範囲の先頭を示します。start

特定の範囲でモニタするオブジェクト ID。oid

範囲の終わりを示します。end

___________________
コマンドデフォルト インスタンスの範囲は設定されていません。

___________________
コマンドモード バルク統計情報スキーマコンフィギュレーション（config-bulk-sc）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(33)SRC

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されま
した。

12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOSXERelease2.1に統合されました。Cisco IOS XE Release 2.1

___________________
使用上のガイドライン instance rangeコマンドは、snmp mib bulkstat schemaコマンドと組み合わせて使用すると、デー

タを収集するインスタンス範囲を設定できます。
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___________________
例 次に、インスタンス 1で始まり、インスタンス 2で終わるすべてのインスタンスのデータの収集

例を示します。

snmp mib bulkstat object-list ifmib
add ifInOctets
add ifOutOctets
exit

!
snmp mib bulkstat schema IFMIB
object-list ifmib
poll-interval 1
instance range start 1 end 2
exit
!
snmp mib bulkstat transfer bulkstat1
schema IFMIB
url primary tftp://202.153.144.25/pcn/bulkstat1
format schemaASCII
transfer-interval 5
retry 5
buffer-size 1024
retain 30
enable
end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

オブジェクトリストに追加されている場合にバ

ルク統計情報スキーマでモニタ対象のオブジェ

クトインスタンスの OIDを与えるインスタン
スを指定します。

instance

バルク統計情報スキーマを指定し、バルク統計

情報スキーマコンフィギュレーションモード

を開始します。

snmp mib bulkstat schema
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instance repetition
データの収集をMIBオブジェクトの特定のインスタンスで開始し、インスタンスの数だけ繰り返
すように設定するには、バルク統計情報スキーマコンフィギュレーションモードで instance
repetitionコマンドを使用します。以前に設定したインスタンスの繰り返しを削除するには、この
コマンドの no形式を使用します。

instance repetition oid-instance max repeat-number

no instance repetition

___________________
構文の説明

モニタ対象のインスタンスのオブジェクト ID。oid-instance

インスタンスを繰り返す回数を指定します。max repeat-number

___________________
コマンドデフォルト インスタンスの繰り返しは設定されていません。

___________________
コマンドモード バルク統計情報スキーマコンフィギュレーション（config-bulk-sc）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(33)SRC

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されまし
た。

12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.4(20)Tに統合されまし
た。

12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 2.1に統合されました。Cisco IOS XE Release 2.1

___________________
使用上のガイドライン （任意）instance repetitionコマンドは、snmp mib bulkstat schemaコマンドと組み合わせて使用

すると、MIBオブジェクトの一定数のインスタンスに対してデータ収集を繰り返すよう設定でき
ます。
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___________________
例 次に、最初のインスタンスでデータ収集を開始し、表示されたMIBオブジェクトの 4つのインス

タンスについて繰り返す例を示します。

snmp mib bulkstat object-list ifmib
add ifOutOctets
add ifInOctets
snmp mib bulkstat schema IFMIB
object-list ifmib
poll-interval 1
instance repetition 1 max 4
snmp mib bulkstat transfer bulkstat1
schema IFMIB
transfer-interval 5
retain 30
retry 5
buffer-size 1024
enable

___________________
関連コマンド

説明コマンド

オブジェクトリストに追加されている場合にバ

ルク統計情報スキーマでモニタ対象のオブジェ

クトインスタンスの OIDを与えるインスタン
スを指定します。

instance

バルク統計情報スキーマを指定し、バルク統計

情報スキーマコンフィギュレーションモード

を開始します。

snmp mib bulkstat schema
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no snmp-server
簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）エージェント動作をディセーブルにするには、グロー
バルコンフィギュレーションモードで no snmp-serverコマンドを使用します。

no snmp-server

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。10.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、デバイスで稼働しているすべてのバージョンの SNMP（SNMPv1、SNMPv2C、

および SNMPv3）をディセーブルにします。

___________________
例 次に、SNMPの現在の実行バージョンをディセーブルにする例を示します。

Router(config)# no snmp-server
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object（式）
式の評価中に使用するオブジェクトを指定するには、式コンフィギュレーションモードで object
コマンドを使用します。設定をディセーブルにするには、このコマンドのno形式を使用します。

object object-number

no object object-number

___________________
構文の説明

式の評価中に変数に関連付けられるオブジェク

ト番号。

object-number

___________________
コマンドデフォルト オブジェクトは、デフォルトでは式の評価用に設定されていません。

___________________
コマンドモード 式コンフィギュレーション（config-expression）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン object-number引数は、式内の変数にオブジェクトを関連付けます。オブジェクトに対応する変数

には、$（ドル記号）およびオブジェクト番号が含まれます。たとえば、オブジェクト番号は1、
変数は$1です。objectコマンドは、式の複数のオブジェクトまたは変数の定義に複数回使用でき
ます。

___________________
例 次に、式で使用されるオブジェクトを指定する例を示します。

Router(config)# snmp mib expression owner owner1 name expression1
Router(config-expression)# object 10
Router(config-expression)# end
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

式を指定します。snmp mib expression owner
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object id
イベントに関連付けるオブジェクトのオブジェクト IDを指定するには、イベントオブジェクト
リスト、イベントアクション通知、イベントアクションセット、またはイベントトリガーコン

フィギュレーションモードで object idコマンドを使用します。設定をディセーブルにするには、
このコマンドの no形式を使用します。

object id object-identifier

no object id

___________________
構文の説明

オブジェクトのオブジェクト ID。デフォルト
は 0.0です。

object-identifier

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、オブジェクト IDは指定されていません。

___________________
コマンドモード イベントオブジェクトリストコンフィギュレーション（config-event-objlist）

イベントアクション通知コンフィギュレーション（config-event-action-notification）

イベントアクションセットコンフィギュレーション（config-event-action-set）

イベントトリガーコンフィギュレーション（config-event-trigger）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン object idコマンドは、イベントに関連付けるオブジェクトのオブジェクト IDを指定します。イ

ベントの通知がイネーブルになっている場合、オブジェクトに変更が加えられるたびに、通知が

送信されます。
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___________________
例 次に、イベントオブジェクトリストコンフィギュレーションモードでオブジェクト IDを 2.2に

設定する例を示します。

Router(config)# snmp mib event owner owner1 name eventA
Router(config-event)# snmp mib event object list owner owner1 name objectA 10
Router(config-event-objlist)# object id 2.2
Router(config-event-objlist)# end

次に、イベントアクション通知コンフィギュレーションモードでオブジェクト IDを 2.2に設定
する例を示します。

Router(config)# snmp mib event owner owner1 name eventA
Router(config-event)# action notification
Router(config-event-action-notification)# object id 2.2
Router(config-event-action-notification)# end

次に、イベントアクションセットコンフィギュレーションモードでオブジェクト IDを 2.2に設
定する例を示します。

Router(config)# snmp mib event owner owner1 name eventA
Router(config-event)# action set
Router(config-event-action-set)# object id 2.2
Router(config-event-action-set)# end

次に、イベントトリガーコンフィギュレーションモードでオブジェクト IDを 2.2に設定する例
を示します。

Router(config)# snmp mib event trigger owner owner1 name triggerA
Router(config-event-trigger)# object id 2.2
Router(config-event-trigger)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

イベントに対するアクションを設定します。action

オブジェクトのリストを設定します。snmp mib event object list

イベントトリガーのオーナーを指定します。snmp mib event trigger owner
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object id（イベントトリガー）
オブジェクトのオブジェクト IDを指定するには、イベントトリガーコンフィギュレーション
モードで object idコマンドを使用します。

object id object-identifier

___________________
構文の説明

オブジェクトのオブジェクト ID。object-identifier

___________________
コマンドデフォルト このコマンドは、デフォルトでイネーブルになっています。

___________________
コマンドモード イベントトリガーコンフィギュレーション（config-event-trigger）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン object idコマンドは、イベントトリガーに対して設定するオブジェクトのオブジェクト IDを指

定します。オブジェクト IDのデフォルト値は 0.0です。

___________________
例 次に、object idコマンドを使用してオブジェクト IDを指定する例を示します。

Router(config)# snmp mib event trigger owner John name triggerA
Router(config-event-trigger)# object id 2.2
Router(config-event-trigger)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

イベントトリガーのオーナー名を指定します。

このコマンドは、イベントトリガーコンフィ

ギュレーションモードもイネーブルにします。

snmp mib event trigger owner
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object list
イベント中のオブジェクトのリストを設定するには、イベントトリガー、イベントアクション通

知、イベントトリガー存在、イベントトリガーブール値、またはイベントトリガーしきい値コ

ンフィギュレーションモードで object listコマンドを使用します。設定をディセーブルにするに
は、このコマンドの no形式を使用します。

object list owner object-list-owner name object-list-name

no object list

___________________
構文の説明

オブジェクトリストのオーナーを示します。owner

オブジェクトリストのオーナー名。object-list-owner

オブジェクトリストの名前を示します。name

オブジェクトリストを識別する一意の名前。object-list-name

___________________
コマンドデフォルト オブジェクトリストは設定されません。

___________________
コマンドモード イベントトリガーコンフィギュレーション（config-event-trigger）

イベントアクション通知コンフィギュレーション（config-event-action-notification）

イベントトリガー存在コンフィギュレーション（config-event-trigger-existence）

イベントトリガーブール値コンフィギュレーション（config-event-trigger-boolean）

イベントトリガーしきい値コンフィギュレーション（config-event-trigger-threshold）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY
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___________________
例 次に、イベントトリガーのオブジェクトリストを指定する例を示します。

Router(config)# snmp mib event trigger owner owner1 name triggerA
Router(config-event-trigger)# object list owner owner1 name objectA
Router(config-event-trigger)# end

次に、アクション通知用のオブジェクトリストを指定する例を示します。

Router(config)# snmp mib event owner owner1 name eventA
Router(config-event)# action notification
Router(config-event-action-notification)# object list owner owner1 name objectA
Router(config-event-action-notification)# end

次に、存在トリガーテスト用のオブジェクトリストを指定する例を示します。

Router(config-event-trigger)# test existence
Router(config-event-trigger-existence)# object list owner owner1 name objectA
Router(config-event-trigger-existence)# end

次に、ブール値トリガーテスト用のオブジェクトリストを指定する例を示します。

Router(config-event-trigger)# test boolean
Router(config-event-trigger-boolean)# object list owner owner1 name objectA
Router(config-event-trigger-boolean)# end

次に、しきい値トリガーテスト用のオブジェクトリストを指定する例を示します。

Router(config-event-trigger)# test threshold
Router(config-event-trigger-threshold)# object list owner owner1 name objectA
Router(config-event-trigger-threshold)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

管理イベントトリガー情報の設定中にイベント

トリガーのオーナーを指定します。

snmp mib event trigger owner

トリガーテストをイネーブルにします。test
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object-list
バルク統計情報スキーマで使用されるバルク統計情報オブジェクトリストを指定するには、バル

ク統計情報スキーマコンフィギュレーションモードで object-listコマンドを使用します。スキー
マからオブジェクトリストを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

object-list list-name

no object-list

___________________
構文の説明

以前に設定したバルク統計情報オブジェクトリ

ストの名前。

list-name

___________________
コマンドデフォルト バルク統計情報オブジェクトリストは指定されません。

___________________
コマンドモード バルク統計情報スキーマコンフィギュレーション（config-bulk-sc）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(24)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.3(2)Tに統合されました。12.3(2)T

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(25)Sに統合されました。12.2(25)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXHに統合されまし
た。

12.2(33)SXH

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRCに統合されまし
た。

12.2(33)SRC

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 2.1に統合されました。Cisco IOS XE Release 2.1
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、設定するスキーマにバルク統計情報オブジェクトリストを関連付けます。オブ

ジェクトリストには、モニタ対象のMIBオブジェクトのリストを含める必要があります。

1つのオブジェクトリストだけを各スキーマに指定できます。

___________________
例 次の例では、E0InOctetsという名前のオブジェクトリストがE0という名前のスキーマに関連付け

られます。

Router(config)# snmp mib bulkstat schema E0
Router(config-bulk-sc)# object-list EOInOctets
Router(config-bulk-sc)# instance exact interface FastEthernet 3/0
Router(config-bulk-sc)# exit

___________________
関連コマンド

説明コマンド

オブジェクトリストに追加されている場合にバ

ルク統計情報スキーマでモニタ対象のオブジェ

クトインスタンスの OIDを与えるインスタン
スを指定します。

instance

バルク統計情報スキーマを指定し、バルク統計

情報スキーマコンフィギュレーションモード

を開始します。

snmp mib bulkstat schema
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poll-interval
バルク統計情報スキーマのポーリング間隔を設定するには、バルク統計情報スキーマコンフィ

ギュレーションモードで poll-intervalコマンドを使用します。以前に設定したポーリング間隔を
削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

poll-interval minutes

no poll-interval

___________________
構文の説明

このスキーマのデータのポーリング間隔を分単

位で指定する 1～ 20000の範囲の整数。デフォ
ルト値は 5です。

minutes

___________________
コマンドデフォルト オブジェクトインスタンスは 5分ごとに一度ポーリングされます。

___________________
コマンドモード バルク統計情報スキーマコンフィギュレーション（config-bulk-sc）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(24)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.3(2)Tに統合されました。12.3(2)T

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(25)Sに統合されました。12.2(25)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXHに統合されまし
た。

12.2(33)SXH

このコマンドが、Cisco IOSRelease12.2(33)SBに統合されました。12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 2.1に統合されました。Cisco IOS XE Release 2.1
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___________________
使用上のガイドライン poll-intervalコマンドでは、スキーマおよび関連オブジェクトリストで指定されたMIBインスタ

ンスがポーリングされる間隔を設定します。収集されたデータは、後で転送するためにローカル

のバルク統計情報ファイルに保存されます。

___________________
例 次の例では、FastEthernet2/1-CARというスキーマでバルク統計情報収集のポーリング間隔が 3分

に設定されます。

Router(config)# snmp mib bulkstat schema FastEthernet2/1-CAR

Router(config-bulk-sc)# object-list CAR-mib

Router(config-bulk-sc)# poll-interval 3

Router(config-bulk-sc)# instance wildcard oid 3.1

Router(config-bulk-sc)# exit

___________________
関連コマンド

説明コマンド

バルク統計情報スキーマを指定し、バルク統計

情報スキーマコンフィギュレーションモード

を開始します。

snmp mib bulkstat schema
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prefix object
アプリケーションがインスタンスインデックスに基づいてオブジェクトを特定できるようにする

には、式オブジェクトコンフィギュレーションモードで prefix objectコマンドを使用します。

prefix object object-id

___________________
構文の説明

オブジェクトのオブジェクト ID。object-id

___________________
コマンドデフォルト オブジェクトには、デフォルトでプレフィックスは付加されません。

___________________
コマンドモード 式オブジェクトコンフィギュレーション（config-expression-object）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

___________________
使用上のガイドライン prefix objectコマンドは、アプリケーションがインスタンスインデックスに従ってオブジェクト

を特定できるようにします。インスタンスインデックスは expValueTableで使用されます。prefix
objectコマンドを使用すると、プレフィックスを特定するために expObjectTableをスキャンする
必要がなくなるため、アプリケーションの負荷が軽減されます。

___________________
例 次に、プレフィックスオブジェクトを指定する例を示します。

Router(config)# snmp mib expression owner John name ExpressionA
Router(config-expression)# object
Router(config-expression-object)# prefix object 0.0.6
Router(config-expression-object)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

式のオーナーを指定します。snmp mib expression owner
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retain
バルク統計情報ファイルの保持間隔を設定するには、バルク統計情報転送コンフィギュレーショ

ンモードで retainコマンドを使用します。以前に設定した保持間隔をコンフィギュレーションか
ら削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

retain minutes

no retain

___________________
構文の説明

ローカルのバルク統計情報ファイルをシステム

メモリに保持する分単位の時間の長さ（保持間

隔）。有効な範囲は 0～ 20000です。デフォ
ルトは 0です。

minutes

___________________
コマンドデフォルト バルク統計情報ファイルの保持間隔は 0分です。

___________________
コマンドモード バルク統計情報転送コンフィギュレーション（config-bulk-tr）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(24)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.3(2)Tに統合されました。12.3(2)T

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(25)Sに統合されました。12.2(25)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXHに統合されまし
た。

12.2(33)SXH

このコマンドが、Cisco IOSRelease12.2(33)SBに統合されました。12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 2.1に統合されました。Cisco IOS XE Release 2.1
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドでは、収集間隔と転送試行の設定が完了した後、バルク統計情報ファイルをシステ

ムメモリに保存する期間を分単位で指定します。デフォルト値ゼロ（0）は、ファイルの転送に
成功した後でローカルメモリからただちにファイルが削除されることを示します。

retryコマンドを使用する場合、保持間隔を0よりも大きく設定する必要があります。再試行の間
隔は、保持間隔を再試行回数で割ったものです。たとえば、retain 10と retry 2を設定した場合、
再試行は 5分に 1回行われます。したがって、retainコマンドを設定しない場合（retainのデフォ
ルトは 0）、再試行は行われません。

___________________
例 次の例では、バルク統計情報転送の保持間隔は 10分に設定されます。

Router(config)# snmp mib bulkstat transfer bulkstat1
Router(config-bulk-tr)# schema ATM2/0-IFMIB
Router(config-bulk-tr)# url primary ftp://user:pswrd@host/folder/bulkstat1
Router(config-bulk-tr)# retry 2
Router(config-bulk-tr)# retain 10
Router(config-bulk-tr)# exit

___________________
関連コマンド

説明コマンド

バルク統計情報ファイルの送信を試行する回数

を設定します。

retry

転送設定を名前で識別し、バルク統計情報転送

コンフィギュレーションモードを開始します。

snmp mib bulkstat transfer
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retry（bulkstat）
バルク統計情報ファイルの転送を試行する回数を設定するには、バルク統計情報転送コンフィギュ

レーションモードで retryコマンドを使用します。バルク統計情報の再試行をデフォルトに戻す
には、このコマンドの no形式を使用します。

retry number

no retry

___________________
構文の説明

送信再試行回数。有効範囲は 0～ 100です。number

___________________
コマンドデフォルト 再試行は行われません。

___________________
コマンドモード バルク統計情報転送コンフィギュレーション（config-bulk-tr）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(24)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.3(2)Tに統合されました。12.3(2)T

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(25)Sに統合されました。12.2(25)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXHに統合されまし
た。

12.2(33)SXH

このコマンドが、Cisco IOSRelease12.2(33)SBに統合されました。12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 2.1に統合されました。Cisco IOS XE Release 2.1

___________________
使用上のガイドライン バルク統計情報ファイルを送信しようとして失敗した場合に、retryコマンドを使用してファイル

の再送信を試みるように設定できます。1回の再試行で、最初にプライマリ宛先への送信を試み、
転送が失敗した場合は、次にセカンダリ宛先への送信を試みます。たとえば、再試行値が 1の場
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合、最初にプライマリ URLへの送信、次にセカンダリ URLへの送信を試みた後、再びプライマ
リ URLへの送信、次にセカンダリ URLへの送信を試みます。

retryコマンドを使用する場合、retainコマンドも使用して保持間隔を 0よりも大きく設定する必
要があります。再試行の間隔は、保持間隔を再試行回数で割ったものです。たとえば、retain 10
と retry 2を設定した場合、再試行は 5分に 1回行われます。したがって、retainコマンドを設定
しない場合（または retain 0コマンドを使用する場合）、再試行は行われません。

___________________
例 次の例では、バルク統計情報転送の再試行回数は 2に設定されます。

Router(config)# snmp mib bulkstat transfer bulkstat1
Router(config-bulk-tr)# schema ATM2/0-IFMIB
Router(config-bulk-tr)# url primary ftp://user:pswrd@host/folder/bulkstat1
Router(config-bulk-tr)# retry 2
Router(config-bulk-tr)# retain 10
Router(config-bulk-tr)# exit

___________________
関連コマンド

説明コマンド

バルク統計情報ファイルのローカルシステム

メモリ（NVRAM）に保持間隔を設定します。
retain

転送設定を名前で識別し、バルク統計情報転送

コンフィギュレーションモードを開始します。

snmp mib bulkstat transfer
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rising（しきい値テスト）
上昇しきい値トリガーのイベントオーナーを指定するには、イベントトリガーしきい値コンフィ

ギュレーションモードで rising event ownerコマンドを使用します。設定をディセーブルにする
には、このコマンドの no形式を使用します。

rising {threshold-value| event owner event-owner name event-name}

no rising

___________________
構文の説明

上昇しきい値を指定する数値。デフォルト値は

0です
threshold-value

イベントを指定します。event

イベントのオーナーを指定します。owner

イベントのオーナー。event-owner

イベントの名前を指定します。name

イベントの一意の名前。event-name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの上昇しきい値は 0です。イベントはデフォルトでは呼び出されません。

___________________
コマンドモード イベントトリガーしきい値コンフィギュレーション（config-event-trigger-threshold）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されまし
た。

12.2(33)SRE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(50)SYに統合されまし
た。

12.2(50)SY
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___________________
使用上のガイドライン risingコマンドは、上昇しきい値がトリガーされたときに実行されるイベントを指定します。イ

ベントは、オーナーおよび名前によって識別され、snmp mib event ownerコマンドを使用して設
定されます。

___________________
例 次に、上昇しきい値トリガーのイベントオーナーを指定する例を示します。

Router(config)# snmp mib event trigger owner owner1 name triggerA
Router(config-event-trigger)# test threshold
Router(config-event-trigger-threshold)# rising event owner owner1 name event5
Router(config-event-trigger-threshold)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

トリガーテストをイネーブルにします。test
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